







































































































































































































《???》?? ????? ?????? ? ??
????????????
??㌧??????
???? ?? ?? ?、 ? ? ???????團???? ?? っ ? 。??? ?? ? ?、 ?ー??? 。??? ョ ー っ ??。? ????? 。 、??。 。 、??? 、 ょ 。??っ ょ 。??? 、ょ??。? ????????????、 ? 、團?????? 、??? ー っ 、）??? 。?、???? 、 、??? ? （ ）??? 。 、 ???、 （ ）??。
?? ?? ? ?、??? 、 、??? ? ょ 。 、??? ???? 。
（4）
2008年11月1日　隔月1日発行　第243号　ハンド・イン・ハンド
1おさらい★母子家庭への支援制度を知ろう！
みなさん、母子家庭への支援、利用していますか？　母子家庭に対しては、おもに厚生労働省が母子寡婦福祉法等の関連法
案に基づいて、生活支援策、就業支援策、養育費の確保策、経済支援策の4本柱で、自立支援策を行っています。利用で
きるのに見過ごしている意外な支援などを見直して、賢く生活しましょう！詳しくはお住まいの市区町村役所に問い合わせましょう。
　ひとり親家庭が自立するためには、子育てと仕事の両
立が絶対条件。そこで、市区町村単位で、ひとり親家
庭に対して、こんな支援をしています。
＊保育所の優先入所
＊ショートステイ（短期入所生活援助）、トワ
イライトステイ（夜間養護）は、親や子どもが
　傷病などで日常生活に困った時に児童を養護施設等
　で預かるシステム。その他にヘルパー派遣等もある。
＊DVの被害者や仕事がなく自立が難しい場合には、母
子生活支援施設（母子寮）があります。
＊公営住宅へは優先入居の措置あり。抽選の当
　選率が一般の入居希望者より有利になっています。
噸藏灘盆灘ゆ
＊母子家庭等就業・自立支援センターでは、就
　業相談、就業支援講習会、就業情報の提供のほか、
　個々の母子家庭の実情に応じて自立支援プログラム
　を作成し、一貫した就業支援をしています。
＊自立支援教育訓練給付金ば母子家庭の母親
　が、指定教育訓練講座を受講し、修了した場合に、
　その経費の2割（上限10万円）が支給されるもの。
＊高等技能訓練促進費は、看護師、介護福祉士、
　保育士などの、就職に有利な資格取得のための養成
　期問（2年以上修業）中の最後の3分の1の期間に、
　月額10万3千円が支給されます。
　　　　　　　　　　　＊パートタイム等で雇用して
いる母子家庭の母親を常用
雇用に転換した企業には、
奨励金（母子家庭の母親
一人当たり30万円）が支
給されます。
＊不払いへの強制執行：
　平成14年の母子寡婦福祉
　法改正で、別れて暮らす親
は養育費を支払うよう努めるべきと規定され、その後の
民事執行法改正で、養育費の支払いが滞った場合に、1
度強制執行の手続きを行えば、その後の不払いについ
ても強制執行されるようになりました。
＊「養育費の算定表」とは、家庭裁判所の裁判官
　によってつくられたもの。取り決めの参考に。
＊養育費についての相談を母子家庭等就業・自立
　支援センターで行っています。
＊「養育費相談支援センター」は平成19年10
　月に創設され、養育費に関する情報提供や相談を行
　っています（⑤03－3980－4108）。ハンドの会事
　務局もこの運営委員会のメンバーです。
＊児童扶養手当：所得制限がありますが年収が
　130万円未満の場合には、満額の月額4万1，720円
　（平成19年度）、130万円以上365万円未満の世
　帯には一部支給されます。子ども2人目には月額5千
　円、3人目以上は月額3千円ずつ加算されます。
＊児童育成手当：東京都独自の施策で、やはり所得
　制限がありますが、子ども1人当たり月額1万3，500
　円が支給されます。
＊医療費の助成：児童扶養手当を支給されている世
　帯の子どもが対象です。
＊母子福祉資金貸付金：就労や子どもの就学など
　で資金が必要になった時に貸付を受けられます。修学
　資金、技能習得資金、事業開始資金、医療介護資金、
　生活資金、転宅資金など12種類あり、資金を借りる
　際に保証人が必要ですが、利率は、資金の種類により、
　無利子の場合と年3％の場合があります。償還期間は、
　資金の種類によって、3年間から20年間までとなつ
　ています。
★一見多様な支援も実際の使い勝手は？　皆さんの自
　治体独自の施策は？　など、事務局までどんどんお知
　らせ下さい。次号以降、それぞれの詳細・実態をお
　知らせします。みんなで情報を共有しましょう1
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《家計簿公訴》
第168号　東京都練馬区S・Yさん
［家族構成］
私（56）無職
娘（26）　シナリオライター
父（87歳）要介護3
母（85歳）要支援
チワワ、黒柴犬、黒白ネコ
〔※1・2〕の計60．500円は、父の軍人恩給（年40万円）と自
身の貯金から捻出。〔※3〕家は父の持ち家
　●oo●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：・子どもは、小中高校とも公立。　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・ 齊q家庭向けの学費、給食費・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：扶助を利用。　　　　　　　　：
：・児童扶養手当など月に5万円：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・程度受給のほか、娘のアルバイ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：ト代も充てる。　　　　　　　：
：・美術専門学校の学費400万円：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・は、娘の出世払い返金の約束・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：で父の預金を借りる。　　　　　：
●●●●●●●●●・●・・…　　●・●・●・●●●●
趣味や息抜きの時間をもつことで、
介護や詐欺に立ち向かう●崩噂
◎借金地獄で愛想が尽き、別居
　元夫とは6年記の大恋愛を経て結
婚しました。彼は義父とともに商店を
営んでいましたが、運転資金の工面
のため義父が大きな借金をしていた
ことが発覚。借金を返すためにまた借
金をして…と見事に借金地獄です。
元夫を人として嫌いになったわけで
はありませんでしたが、生活をしてい
く上では彼の世渡り下手なところに
愛想が尽きてしまいました。夫の家族
との仲が良くなかったこともあり、別
れを切り出しましたが、元夫は長男で
世間体を気にしてか、すぐには離婚に
応じてくれませんでした。
　それで、1歳になるかならないかの
娘を連れて実家に戻りました。でもそ
れも25年も前のこと、離婚や別居は
世閤体が悪いという理由で肩身が狭
く親も隠したがりました。それで、近く
の築40年のボロアパートで風呂なし、
家賃3．5万円の貧乏暮らしを始めまし
た。母は私には冷たかったのですが、
孫はやはり可愛かったのか、面倒を見
てくれたので、その閤パートで働きに
出ました。スーパーのレジや配送セン
ターなんかの、肉体労働がほとんどで
すよ。正直、働くのはあまり好きではな
かったので（笑）、パートで稼げる範囲
で質素な暮らしをするほうが私には
合っていました。その頃は心身ともに
疲れきっていたので、ハンドの会の女
性たちは同じ悩みの共有者として、大
先輩として心強く思えましたね。
　当時の収入は8～10万円程度、自
分の服や靴は10年に一度くらいしか
買いませんでした。唯一の贅沢は月
に一度、外で飲むコーヒー。子どもの
クリスマスプレゼントも、靴下二枚と
か、そんな程度でした。娘は私の苦労
も見ていたせいか、そんな暮らししか
知らなかったからか、文句ひとつ言わ
ず、助かりました。
　別居中、元夫は月に一度ほど娘に
会いに来ていました。借金返済に追
われていたので、婚姻費用の分担は
なかったのですが、そのときにいつも
1、2万円持ってきていました。詳しい
事情は話さなかったので、娘は父親と
いうのは月に一度会いに来る存在な
んだと思っていたみたいです。私も彼
の面一を言ったりしなかったためか、
娘には父親に関していい記憶しかな
いようです。
　結局、離婚は別居から12年後、慰
謝料も養育費ももらいませんでした。
子どもが中学に入学したばかりで姓
の変更を嫌がったので、結婚時の姓
をそのまま使うことにしました。娘と
元夫は離婚後は会っていません。もし
かしたら、会うときはお金を渡すとい
う習慣が負担だったのかもしれませ
んね。そんなこと気にせず会いにくれ
ばよかったのに、と思いますけど。12
年以上お互いまともに会話していな
ければ、疑心暗鬼で、相手が何を考え
ているかわからなくなるのですね。こ
れが大恋愛の結末かあ、と思うといや
ですけどね。元夫を恨んでいた時期
もありますが、今は気の毒な人だった
のだな、と思います。今会ったら「ご苦
労さん」って言ってあげたいです。
◎父母の介護で過ぎる日々
　最近は、もっぱら実の父母の介護
に明け暮れています。母が11年ほど
前に倒れたことをきっかけに、パート
の仕事も辞めざるを得なくなりまし
た。母はうつから寝たきりになり、排泄
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物は家中に垂れ流し。「離婚して親に
恥をかかせた」と言って私を嫌ってい
たのに、なぜか私にしかオムツを替え
させようとせず、私は夜中も母の隣で
寝て、棒でつつかれて起こされるとい
うような状態になりました。家はひど
いありさまで、息が詰まりそうで死に
たいくらい苦しかったです。でも介護
のかいがあったのか、最近母は自力で
歩けるまでに回復しました。
　しかし今度は父が病気から認知症
になって俳徊が始まり、要介護3と認
定されました。今は買い物もままなら
ないので、宅配の生協にお願いしてい
ます。電話すらなかなか出られないく
らい、文字通りつきっきりで介護してい
る状態です。これから先も介護や葬
式、老人ホームのこどそして自分の
老後や健康、年金も心配です。
　しかもついこの閤、リフォーム詐欺
に遭ってしまい、今弁護士さんに相談
中です。先が見えなくて不安で夜も
眠れなくなることもあり、うつ病で病
院に通っています。
◎泣いていてもしょうがない
　こうした生活ですが、収入的には娘
が独立し、お金も入れてくれるのでだ
いぶ楽になりました。普段は外食もめ
ったにしないし、今でも洋服は5年や
10年に一度くらいしか買わない質素
な生活です。
　でも、抑えられるところはとことん
切り詰め、自分の好きなものには惜し
まず使う。そのくらいメリハリをつけて、
生活を楽しんでいます。
　なかでも楽しみは犬の散歩と月に
一度の映画鑑賞です。昔は文学少女
で詩も書いていたくらい、本も大好
き。本や映画にだけは惜しまずお金を
使っています。勉強も好きで、今は在
宅で学べる放送大学で社会学と経済
学を専攻しています。また、心理学を
独学で勉強し、「いのちの電話」の相
談員をやっていたこともあります。
　つらいことがあっても、泣いていて
もしょうがないでしょう。自分の生活も
厳しいですが、自分がほかの方の話を
聞いて助けられたように、私の離婚経
験や介護経験をほかの会員の方に話
したい、後輩の悩み相談などにものっ
てあげたいな、なんて考えています。
ハンド・イン・ハンドの会が、今後ますま
す母子家庭、未婚の母、非婚女性にと
って必要不可欠な“会”となるように、
みんなで知恵を出し合って、協力し合
いましょう。
★ハンド会員は年金分割が始まる前に離婚
した世代も多く、老後の生活設計が心配と
いう声をよく聞きます。Sさんは生活にも家
計にもメリハリをきかせて、老親介護という
厳しい現実とも前向きに向き合っています
ね。公的扶助をフル活用してお嬢さんも立
派に独立させた、たくましい母の今後が楽
しみです。ぜひ一緒にハンドを盛り上げまし
よう。　　　　　　　　　　　　（円より子）
　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎
二審づ繕そゼ∵∴等烈弩
満齢考を狙った詐欺事件t、、
ぼもな　　　ぬ　　　ま　　　　　　　は　ダ　　ぬハ　　　　　　ジヨ　　セ
物高齢の協調に敬り入り、法外鳶職
こ傘奄講求され愚雛フぎ論ム詐辮に濠｝
学》たS書ん5支払いはまだしていない・
乱ものの、業着鑑施芝途中で工箏を麹
ぼ　　　　　き頴簗した葦ま忍常生港に隻隙をきたず；
・蕎様だそうです劇鴨㌧　㍉　∫∵
麟埼灘のお世籍係の懸ヒ1ナ謬さん｛
1・のもとに歓参無ジ聖駕訴訟離籍欝f
鐙」や降翻◎チΨプ蒸などのハガギ
が送られでき挿したφこれは高齢嵩を壕
　　　に　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　メ，．　9って、野晒口座を無き罪したりおff，2
、を振り込ませようと嘗誉撚目で嘗¢公と
豹機関を称しても球サが、よく彫るど．
、どこかおかしい、まったくの偽蜜攣飼様三三
の蓮絡が来た場含ば諜ず轡度疑っで澄
みて、設勝や驚寒に簡い愈わ解るよ鷺三
夕こし晒しようボ　　　一　　・。’黒
革他にもあなたの周りのfこん奪ケ轡霧
・スがあ縫まし糞潟を事務鶏にお知ら鷺二
，下さい論ンド紙薦絵員のみなさん：1
にf気をづけでljと：騨び欝け蒙ずが　鷺
漁醐』　　ア細趣翠ザー嗣…　　“””　’ev　e㌦s　騒崔‘：羅　擁〆　nt　”1寵　｛t鴫　舩幽艶　　s㌦紘。蘭窪隔粛融睡歴。　　　蝋恥♂庫繍嶢轡
ファイナソシャル・プランナー
媚回騨より 　　～S・Yさん、付加年金をご存知ですか？～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔FP技能士3級　大塚哲哉〕
　付加年金とは、厚生年金に入ってなく、国民年金の保険料を自分で納めている人
が、65歳以降に受け取る年金（老齢基礎年金）を少し増やせる制度です。付加年金
の良い点は、支払う金額が少なく、かつ、確実に2年間で元がとれることです。
　S・Yさんが65歳までに7年間、付加年金保険料（400円／月）を支払った場合、65歳以降に受け取る年金（老齢基礎年金）
は、年間16，800円（200円×12ヶ月×7年）＝毎月1，400円増えます。7年閤で支払った付加年金保険料の総額は33，600円
（400円×12ヶ月×7年）です。つまり、年金（老齢基礎年金）を2年間受け取ると元が取れます。仮に、86歳（女性の平均寿命）
までの21年閤、S・Yさんが年金（老齢基礎年金）を受け取った場合、319，200円分（16，800円×19年）多くもらうことができ
ます。国民年金の保険料を自分で納めている呼付力ロ年金の活用を検討してはどうでしょうか9
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